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広報津山で皆さんにＰＲしませんか？

広報クイズ＆ご意見募集 正解者の中から抽選で５人に当たる！

地球温暖化と防災
グラスハウスがリニューアル
第３期津山市教育振興基本計画
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん　

けいじばん
津山の歴史あらかると
津山自慢　共同開発した製品が世界で活躍中！
　株式会社アァル技研
　　　　　　　　

テレワーク（応募61人、正解61人）
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の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
大
部
分
を
占
め
た
津
山
藩
松
平
家

の
領
地
を
10
万
石
拝
領
時
の
状
況
で
見
て
み
ま
す
。

　
当
時
の
領
地
は
、
津
山
城
か
ら
見
て
東
は
主
に
加
茂
川
の

西
側
の
地
域
、
川
を
越
え
て
河
辺
・
国
分
寺
・
日
上
、
西
は

久
米
地
域
を
除
く
全
域
、
南
は
久
米
地
域
を
除
く
主
に
吉
井

川
の
北
側
と
中
島
・
平
福
・
一
方
・
津
山
口
・
井
口
・
昭
和

町
・
南
町
・
大
谷
・
横
山
・
八
出
・
小
桁
・
金
屋
、
北
は
加

茂
・
阿
波
地
域
を
含
む
全
域
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
後
、

領
地
の
増
減
や
移
動
が
あ
り
、
こ
の
地
域
も
変
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
津
山
藩
以
外
の
大
名
領
と
し
て
は
、
現
在
の
茨
城
県
に
あ

る
土
浦
藩
土
屋
家
や
愛
知
県
の
挙こ

ろ

母も

藩
内
藤
家
な
ど
の
領
地

が
あ
り
ま
し
た
。
土
浦
藩
は
近
長
に
、
挙
母
藩
は
坪
井
下
に

代
官
所
を
置
き
、
領
地
を
支
配
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
久
米
地
域
に
は
、
島
根
県
の
浜
田
藩
の
飛
び
地
が

あ
り
、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
の
第
２
次
長
州
征
討
で
長

州
藩
に
敗
北
し
た
浜
田
藩
は
、
美
作
国
内
の
領
地
に
逃
れ
、

鶴
田
藩
と
な
っ
た
と
い
う
特
殊
な
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　
幕
府
領
も
、
支
配
す
る
代
官
所
が
異
な
る
地
域
が
混
在
し
、

兵
庫
県
朝
来
市
の
生
野
代
官
所
の
管
轄
地
域
、
倉
敷
市
に
あ

っ
た
倉
敷
代
官
所
の
管
轄
地
域
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
７
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
そ
れ

ま
で
の
藩
や
幕
府
領
が
県
と
な
り
ま
す
が
、
県
の
行
政
範
囲

は
旧
諸
藩
の
も
の
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。
津
山
市
域
は
、
津

山
県
の
ほ
か
、
複
数
の
県
の
管
轄
が
混
在
す
る
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
、
全
国
で

行
わ
れ
た
県
の
統
廃
合
に
よ
り
、
美
作
国
一
円
は
北
条
県
と

な
り
ま
す
。
北
条
県
も
明
治
９
年
に
は
、
岡
山
県
に
合
併
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
も

調
べ
て
み
る
と
、
面
白
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）、
森
忠

政
が
美
作
国
一
円
18
万
６
５
０
０
石
の
領
主
と
な
り
、
津
山

城
と
津
山
の
城
下
町
を
建
設
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
元
禄
10
年
（
１
６
９
７
）、
森
家
が
改
易
と
な

り
幕
府
に
領
地
が
没
収
さ
れ
る
と
、
美
作
国
内
は
全
土
が
幕

府
領
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
美
作
国
は
、
新
田
開
発
な
ど

に
よ
り
、
お
よ
そ
25
万
石
ほ
ど
の
石
高
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
翌
、
元
禄
11
年
、
そ
の
中
か
ら
10
万
石
が
与
え

ら
れ
、
松
平
家
が
津
山
城
主
と
な
り
ま
す
。
残
り
の
土
地
は
、

幕
府
領
や
他
の
大
名
の
領
地
、
幕
府
の
領
地
を
大
名
に
預
け

る
「
預

あ
ず
か
り地ち

」
な
ど
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
で
は
、
現
在
の
津
山
市
域
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た

問
津
山
郷
土
博
物
館
（
山
下
）
☎
22
－
４
５
６
７

津
山
藩
領
と
津
山
市
域美作国絵図

　文化14年（1817）津山藩松平家が５万石から
10万石に加増された際の領地を描いた絵図。赤
い村が５万石時代の領地、黄色の村が加増された
領地。その他の領主も記されており、入り組んだ
美作国内の様子が分かる。


